ハンガリーにおける中国人家族にみる教育戦略 by 山本 須美子
ハンガリーにおける中国人家族にみる教育戦略
著者 山本 須美子
著者別名 YAMAMOTO Sumiko
雑誌名 アジア文化研究所研究年報
巻 53
ページ 116(123)-131(108)
発行年 2019-02
URL http://id.nii.ac.jp/1060/00010981/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
─　　─（　　）116
はじめに
　近年，中国本土からヨーロッパ諸国への移住
者数は増えている。イタリアやスペイン等は，
1990年代後半から中国系人口は20万人から30万
人に増加している。本論で取り上げるハンガ
リーは，イタリアやスペインに比べると数は少
ないが，中国からの移民が増加し，学校でも中
国人生徒が目立った存在となっている。
　本論の目的は，ハンガリーの中国人生徒の多
い全日制学校での教育の現状と近年ハンガリー
に移住した親の子どもの教育に対する考え方を
明らかにすることを通して，ハンガリーの中国
人家族の教育戦略を検討することである。本論
は，2017年 3 月と2018年 3 月に筆者がブダペス
トで実施した調査に基づいている。調査では，
中国人の子どもが多い全日制学校 4 校を訪問
し，そこに通う中国人の子どもや教師にインタ
ビューをし，授業の参与観察をした。さらに，
中国人の子どもが全日制学校以外に通う補習校
4 校を訪問し，教育の現状を明らかにすると共
に，近年ブダペストに移住した親 5 名に子ども
の教育に対する考え方についてインタビューを
実施した。なお，中国人の子どもの通う補習校
2 校については，既にその役割を検討した［山
本 2018］。本論では，これらの調査結果に基づ
いて，中国人家族にみる教育戦略を検討する。
　ハンガリーの中国系移民は，1989年の天安門
事件が引き金となって流入したが，それ以前は
ほとんど存在しなかった。天安門事件以降政治
的不安が蔓延し中国経済が不況に陥った1989年
から1991年は，東ヨーロッパの社会主義体制崩
壊の時期と重なった。ハンガリーでは自由市場
が出現し，国内製品には満足できない消費者が
安い中国製品を求めたことから［Nyíri 2011：
145］，1990年代始めには，ハンガリーは中国か
らの輸入品を東ヨーロッパへ配給する拠点とな
り，卸売業者がブダペストに集まった［Nyíri 
2003：252］。中国人経営者の扱う中国製品は，
生産コストが安いだけではなく，関税がかから
ないので低価格であったことと，ビジネス・ネッ
トワークを使って融通性を効かせて客の要求に
応えたので人気があった［Pieke, Nyíri, ThunØ 
and Ceccagno 2004：130-131］。さらに，1989
年にハンガリーと中国間のビザが不要になり，
中国からブダペストは列車運賃が安く行き易
かったことも，中国からの新移民流入の要因と
なった［Nyíri 1998：350-353］。
　その後1991年10月に政府は密輸や不法移民を
取り締まるために移民制限を開始し，就労の為
の入国は申告しなくてはならず，旅行者や訪問
者は就業許可を得られなくなった。中国人には
再度ビザが要求されるようになり，新たに滞在
許可を申請することは難しくなった。これに
よって，資金を持たない者や密輸業者，貯蓄後
故郷に帰還しようと思っていた者は出国し，中
国系移民の20〜30％は強制送還された。1992年
以降ハンガリーに残ったほとんどの中国人は経
済的に成功した者であった［Nyíri 1998：350-
353］。その後中国では経済成長が続き，為替レー
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ト悪化等から，1990年代中頃には東ヨーロッパ
への移住フィーバーは終わった［Nyíri 2011：
145］。
　ハンガリーの中国系アソシエーションによる
と，2000 年代の中国系人口は約10,000人から
15,000人で，全人口の約 1 ％〜1.5％を占めてい
る［Huang-McCullough 2005：34］。ハンガリー
の非白人人口約 100 万人の内，中国系移民は最
も人口が多い集団となっている［Nyíri 2014］。
イギリスやフランスの中国系人口は各約60万人
といわれるのに比べれば，ハンガリーの中国系
人口はかなり少なくマイナーな存在である。
　2012年末には，一定額以上の国債（ 5 年物・
金利ゼロ）を購入した場合，国内居住の実績な
しでも永住権を取得できる制度が導入された
（2015年 1 月 1 日からは30万ユーロ以上に引き
上げられた）。永住権を希望する外国人本人，
もしくは当該外国人が株式過半数を所有する企
業が国債を購入すると永住権が取得できる（18
歳以上であること，犯罪歴がないこと等は条件
となっている）［JETRO ハンガリー HP 2017］。
この制度を利用した外国人の多くは中国人で，
この数年間で裕福な中国人がハンガリーに移住
したが，2017年 3 月にこの制度は終了した。今
回の調査でインタビューをした親 5 名の内 3 名
は，この制度でハンガリーに移住していた。
　ハンガリーの中国系移民に関する先行研究は
少ない。歴史的背景に関する研究［Nyíri 1998, 
2002, 2003, 2011］や，ハンガリーにおける福建
系移民をイタリアやイギリスの福建系移民と共
に取り上げたその概要に関する研究［Pieke, 
Nyíri, ThunØ and Ceccagno 2004］がある。ハ
ンガリーの中国人の子どもの教育に関しては，
唯一，ニリーの研究［Nyíri 2006, 2014］がある。
ニリーの研究［Nyíri 2006］では，2002 年から
2004年におけるブダペストの公立学校数校にお
けるハンガリー語を話さない移民の子どもを対
象とした共同調査に基づいて，公立学校での移
民の子どもの現状を検討している。移民の子ど
もの半数以上が中国人の子どもであり，公立学
校に適応していないことを明らかにしている。
さらに 10代の中国系姉弟の事例を取り上げて，
雇用に魅力のないハンガリーでは，インターナ
ショナル・エディケーションが特に重要となっ
ていると指摘されている。その後のニリーの研
究［Nyíri 2014］では，1990 年代に移住した起
業家の親を持つハンガリーで生まれ育った中国
人の子ども数人へのインタビューに基づいて，
多様な進路選択のあり方を検討している。2004
年に開校したハンガリー語と中国語のバイリン
ガル・スクールにも言及されている。筆者もこ
の学校を訪問し本論でも取り上げるが，この学
校については，設立の経緯に関する研究［加藤 
2014］や共同調査に基づいて教育の特徴に言及
したバモス［Vámos 2013］の研究がある。
　ニリーの研究［Nyíri 2006, 2014］は本論の
研究関心と最も近い研究であるが，ニリーの研
究の基づく共同調査は2000年代初めにブダペス
トの公立学校において実施され，その後15年以
上が経った現在では，中国系移民をめぐる状況
が変化している。ニリーの研究で対象とされた
中国人の子どもは，ハンガリーで生まれ育った
子どもがほとんどであったが，現在学校に在籍
する中国人の子どもは，近年流入した子どもで
ある。本論では，2018年現在，近年流入した中
国人の子どもが多く在籍するバイリンガル・ス
クールやインターナショナル・スクール，さら
に補習校での調査を実施し，これまで明らかに
されてこなかった中国人の子どもへの教育をめ
ぐる最新の状況を明らかにしている点に意義が
ある。さらに，近年中国からブダペストに移住
した親にも子どもへの教育に対する考え方につ
いてインタビューを実施することによって，親
の立場からも教育戦略を検討している。
　論文の構成としては，Ⅰではハンガリーにお
ける教育制度と外国語教育政策について検討す
る。Ⅱではハンガリーの中国人の子どもの通う
全日制学校の種類について検討した後，筆者が
訪問した 4 校の調査結果に基づいて，各学校に
おける中国人の子どもへの教育の現状を明らか
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にする。Ⅲでは，近年中国からハンガリーに移
住した親 5 名への筆者によるインタビューに基
づいて，子どもへの教育に対する考え方を明ら
かにする。ⅣではⅡとⅢで検討した調査結果に
基づいて，中国人家族にみる教育戦略を考察す
る。
Ⅰ　教育制度と外国語教育政策
１　教育制度
　ハンガリーでは，学校と幼稚園は，国家，地
方自治体，少数民族政府と個人や法人（例えば，
財団や教会など）によって設立運営されている。
約 9 割の子どもが国公立学校に通っている
［Eurydice 2018］。
　脇田［2009］によると，1990年代以降，ハン
ガリーの教育制度は急激に変化した。最も大き
な変化は，1990年の自治法改正により規制が緩
和され，国から地方自治体に学校の運営管理が
移行されたことである。2013年 1 月には，国公
立学校（幼稚園は除く）の運営管理が地方自治
体から国家に再度移り，教育制度はより中央集
権化された［Eurydice 2018］。
　2004/05年度から従来の 8 年制の義務教育が
12年制（幼稚園の最後の年を加えると13年）へ
と移行した［脇田 2009］。現在の義務教育は 3
歳から16歳で，就学前教育は 3 〜 6 歳の 3 年間
を加えた13年間である。しかし，18歳までの就
学は無償である［Eurydice 2018］。1986年から
初等教育への入学年齢が弾力化され，子どもの
発達状況に応じて就学を早めたり遅らせたり
（ 6 〜 8 歳）することができるようになった［脇
田 2009］。
　初等教育は，基本的に 8 年一貫制をひき，第
1 サイクル（第 1 〜 4 学年）と第 2 サイクル（第
5 〜 8 学年）の 2 段階に分かれるが，2004/05
年度以降はさらに各 2 年第 4 段階に分けられ
た。入門期にあたる第 1 サイクルでは学級担任
制をひいて，ハンガリー語（少数民族言語）や
算数などの基礎学力，情操教育，環境教育など
の一般教育が行なわれ， 2 サイクルになると学
習は教科ベースに移行する。ただし，優秀な生
徒は， 8 年ではなく， 4 年もしくは 6 年で修了
した段階で統一入学試験を受けて中等教育にシ
フトすることができる。ハンガリーでは，多く
の EU 諸国とは違って，成績不良の場合には留
年を余儀なくされる。2003年の公教育法改正に
よって， 3 学年までに限っては保護者の同意と
成績不良の証明が必要となった［脇田 2009］。
　後期中等教育は，通常14歳から18歳の子ども
を対象に原則 4 年である。学校形態は，ギムナ
ジウム，技術中等学校，職業高校または特別教
育のための職業学校である。ギムナジウムは，
5 年生か 7 年生から始めることのでき，4 年制 , 
6 年制 , 8 年制ギムナジウムがある［Eurydice 
2018］。初等教育も， 4 年制， 6 年制， 8 年制
から選択できるが，4 年制小学校を選択すると，
8 年制ギムナジウムに進む。 6 年制小学校を選
択すると， 6 年制ギムナジウムに進む。 6 歳か
ら14歳までの 8 年制初等教育を受けた場合は，
その後の選択肢が 3 コースあり， 4 年間のギム
ナジウム，技術中等学校，職業学校の 3 つから
選ぶことができる［飯田 2012：46］。また，
2011年には職業教育法が施行され， 3 年間の職
業教育では 1 年生から実技をすることになり，
2013年 9 月から 9 学年で職業教育を受ける生徒
に適用されている［Eurydice 2018］。
　高等教育は，ボローニャ・プロセス（Bologna 
Process）（ 1 ） の一環として，他の EU 諸国同様，
組織・運営管理・財政・カリキュラムなど多岐
に渡っている。2005年の高等教育法により，
2006年 9 月からは 3 年間の学士課程，大学院と
して 1 〜 2 年間の修士課程，最低 3 年間の博士
課程という 3 サイクルの新制度に移行した。大
学学部レベルは，国公立や私立の総合大学と技
術系単科学校， 2 年生の短期大学（高等職業教
育）の 3 つに分かれる。医学や法学等の分野で
は， 5 年間や 6 年間のように修士課程まで一貫
教育を行っている［脇田 2009］。
　なお，EU は2020年までに退学率を10％に抑
えるとしているが，2016年のハンガリーの退学
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率は12.4％である［Eurydice 2018］。
２ 　外国語教育政策
　脇田［2009］によると，1989年の歴史的転換
でいわゆる国境が開放されたことにより，ハン
ガリーでは緊急に外国語運用能力を向上させる
必要に迫られた。それまでの約40年間はロシア
語が必須外国語として君臨していた。英語やド
イツ語はロシア語に続く（第 2 ）外国語の地位
にあったが，履修率は極めて低い状況であった。
しかし，大きな社会変化を機に，1989年以降，
急速に外国語教育の自由化が進んだ。ハンガ
リ ー の 学 校 や 大 学 で は EFL（English as a 
Foreign Language）プログラムが一斉に始ま
り，大量の外国人援護教員が雇用され，さらに
それまでロシア語を教えていた教員も英語教員
として再教育を受けることとなった［脇田 
2009］。
　2004年の EU 加盟前には，欧州委員会が定め
たヨーロッパにおける言語共通参照枠（以下，
CEFR と記す）の導入に向けての整備が行われ，
2003年のナショナル・コア・カリキュラムに，
外国語教育が CEFR に基づいて行われること
が盛り込まれた。教育政策の EU 基準への整合
化の過程では，義務教育も18歳までに引き上げ
られ，大学入試試験制度の見直しが行われ，従
来の中等教育修了試験と大学入学資格試験を一
本化した。CEFR を取り入れたことで，外国語
教育の目標レベルが上がり，中等教育で高い外
国語教育を習得するためのカリキュラムが作ら
れた［飯田 2012：47］。
　現行カリキュラムでは18歳までの義務教育期
間に 2 つの外国語が必修である。第 1 外国語は
初等教育の第 4 学年から始まる （ 2 ）。後期中等
教育に入るとギムナジウムや特定条件を満たす
技術中等学校では第 2 外国語が必修となる。な
お，特別な条件を満たせば， 6 歳（第 1 学年）
から外国語学習を実施することも可能である。
外国語の種類は多様で特に指定はなく，選択は
学校の裁量に任され，生徒の側にも選択の自由
がある［脇田 2009］。
　ハンガリーにおけるバイリンガル教育は 100
年以上の歴史を持ち，社会主義体制終結の1987
年に 10校のギムナジウムで，ロシア語，英語，
ドイツ語，フランス語などのバイリンガル校が
開設されていた［飯田 2012：46］。その数は増
え続け，現在では小中高合わせて250校以上が，
何かしらの形でバイリンガル教育を採用してい
る。これらのプログラムの 3 分の 2 は英語， 3
分の 1 弱がドイツ語で他の言語はごく少ない
［飯田 2012：46］。
　脇田［2009］によれば，バイリンガル校には，
ハンガリー語を母語とする生徒に内容志向の外
国語教育（Content and Language Integrated 
Learning：CLIL）（ 3 ） に基づいて行う学校と，
ハンガリー語以外の少数民族言語 （ 4 ） を母語と
する生徒にハンガリー語と民族言語で授業を行
う学校の 2 つのタイプがある。後者の歴史は古
く1949年に遡り，その趣旨は，少数民族の言語
や歴史・文化・伝統を守り，他のハンガリー人
と平等の権利を保証することにある。民族言語
の種類としてはドイツ語，クロアチア語，ルー
マニア語，セルビア語，スロヴェニア語，スロ
バキア語がある。
　前者の場合は，1987年度から開始され，外国
語能力に対する重要性の認識が強まる中，ブダ
ペストを中心に増加している。外国語の種類は，
英語・ドイツ語（1987年〜），フランス語・イ
タリア語・ロシア語（1987年〜），スペイン語
（1996年〜），中国語（2004年〜）である。通常，
8 年制小学校では第 3 学年から始まり， 3 科目
以上，総授業時間数の 35〜50% を目標言語で
行わねばならない規則がある。 4 年制ギムナジ
ウムでは 3 科目，総授業時間数の35％以上を目
標言語で教え，第 9 学年に週18〜20時間集中的
に外国語学習を行う。このために 1 年遅れて第
13学年で卒業する。 6 年制ギムナジウでは，第
7 〜 8 学年で通常の教科学習と並行して外国語
集中学習が行われる［脇田 2009］。
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Ⅱ　中国人の子どもの通う全日制学校の現状
　本章では，第一に中国人の子どもが通う全日
制学校について 3 つに分類して説明した後，
2018年 3 月に筆者が訪問した近年中国人の子ど
もの多い 4 校の事例を取り上げて，中国人の子
どもへの教育の現状を明らかにする。
１ 　中国人の子どもの通う全日制学校の種類
　中国人の子どもの通う全日制学校として第一
に挙げることができるのは，ハンガリー語を教
授語とする公立学校である。
　ハンガリーの公立学校では，ハンガリー語が
話せない子どもの統合のための特別な措置は取
られず，教師個人の援助に頼っている［Nyíri 
2014］。政府は1995年に初めて学校における外
国人生徒の統計を実施したが，教育省のデータ
によると約12,000人である。これは学齢期の子
どもの 1 ％にも達しておらず，全外国人生徒の
45〜87％が隣国から流入したハンガリー語を母
語とするハンガリーの文化的背景をもつ子ども
である （ 5 ）。約半数がブダペストに居住し，多
い地区は移民の子どもの割合が 5 〜 8 ％に達し
ている［Vámos 2013］。ブダペストのランクの
高い有名高校 （ 6 ） には成績のよい中国人の子ど
もが比較的多いといわれている。
　第二は，バイリンガル・スクールである。バ
イリンガル・スクールには公立と私立がある。
筆者が訪問したのは，ハンガリー語と中国語の
公立バイリンガル・スクール（A 校），公立バ
イリンガル高校（B 校），及び幼稚園レベルか
ら高校レベルまであるハンガリー語と英語の私
立バイリンガル・スクール（C 校）の 3 校である。
　第三は，英語を教授語とするインターナショ
ナル・スクールである。中国人の子どもの通う
インターナショナル・スクールには，アメリカ
系，イギリス系，スペイン系，トルコ系，オー
ストリア系，そして中国系教会の運営するイン
ターナショナル・スクール，及び，ハンガリー
のナショナル・カリキュラムにも対応したコー
スも併設しているインターナショナル・スクー
ルがある。
　筆者が2018年 3 月にインタビューをした中国
系新移民に学校の斡旋をしている近年中国から
移住した中国人女性によれば，イギリス系イン
ターナショナル・スクールは 2 校あり，その内
の 1 校は入学時に求められる英語力が最も高く
難易度が高い。アメリカ系インターナショナル・
スクールは中国人の子どもを 25% 以下に制限
しているが，中国系教会の運営するインターナ
ショナル・スクールはそのような制限がないの
で，中国人の子どもが増加している。授業料は
高く年間200万円以上である。以下では，筆者
が訪問した，ハンガリーのナショナル・カリキュ
ラムにも対応したコースも併設しているイギリ
ス系インターナショナル・スクール（D 校）を
取り上げる。
２ 　訪問校 ４校の事例
①　ハンガリー語中国語バイリンガル・スクー
ル（A校）
　A 校は，ハンガリー政府が中国政府と良い
関係を築くために2004年 9 月にブダペストに開
校した公立バイリンガル・スクールである。設
立の経緯を検討した加藤［2014］によれば，
2004年 3 月のプレ申し込み時では 8 年制を予定
していたが，高学年の申し込み人数が少なく，
また予算上の問題もあったため，初年度は 4 年
制となり， 1 年生は 3 クラス， 2 年生以上は各
1 クラスでスタートした［加藤　2014］。背後
には開校によって中国人投資家をもっと呼び寄
せたいというハンガリー政府の意向があった。
中国政府は教師や教科書，辞書などの供給援助
をしている。中国語と共に移住先のカリキュラ
ムが学べる政府援助の全日制学校は世界でも稀
である。授業の65％がハンガリー語で35％が中
国語 （ 7 ） で実施され，校長はハンガリー人で副
校長は中国人であり，両国の祭日を祝う［Nyíri 
2014］。また，ハンガリー語と中国語だけでは
なく英語も学習する［加藤 2014：45］。
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　開校当時の生徒数は90人で， 9 割は中国人で
残りはハンガリー人と中国人の間に生まれた子
どもと非中国系のハンガリー人であった。大多
数はハンガリーの一般幼稚園の出身であり，ハ
ンガリー語に全く問題がなかった。また，中国
人の両親を持つ子どもの中にも中国語の読み書
きができない子どもがいる一方，ハンガリーに
来たばかりでハンガリー語が全くわからない子
どももいた［加藤 2014：45］。
　ヴァモスは，A 校での 2005年から 2008年ま
での共同調査と2013年までの継続調査に基づい
て，最初の 4 年間の退学率は平均 5 割であった
と指摘している。退学者も入学者もいたので，
各クラスの生徒数は増減した。A 校の中国語
教育のレベルは，中国で中等教育を受けるには
十分ではなかったし，ハンガリー語のレベルは
ハンガリーで中等教育を受けるには低かったの
で，中国人の親の教育への期待を満足させるこ
とはできなかったと指摘している。2008年以降
は，メディアで紹介されたこともあり，ハンガ
リー人の生徒が増え始め，2011/2012年度には
中国人生徒よりもハンガリー人生徒の人数が多
くなり，ハンガリー人生徒が中国語を学べる学
校として注目されるようになった［Vámos 
2013］。
　以下，筆者がインタビューを実施したハンガ
リー人の副校長によれば，A 校は中国文化や
中国語を中国人の子どもに教えるために設立さ
れたが，2008年の北京オリンピックを機にハン
ガリーで中国語の人気が高まり，外国語として
中国語を教える需要が高まった。それゆえ2008
年以降は，ハンガリー人や中国人ではない子ど
もに外国語として中国語を教えられるようにカ
リキュラムが改訂された。2018年現在小学校レ
ベルの生徒数は約450人，中国人が約 3 割で，
他はハンガリー人やその他の子どもである。第
1 学年から第 8 学年には各 2 クラスあり， 1 ク
ラスの生徒数は27人〜31人である。2016年には
高校が設置され， 3 年目の現在第 9 学年と第10
学年各 1 クラスで，生徒数は約50人である。教
師は中国語を教える中国人が12人，ハンガリー
人が24人である。
　近年 A 校に多い中国人の子どもは 10歳位で
中国から来た子どもであり，設立時に多かった
ハンガリー生まれ育ちの子どもはごく少ない。
中国人の親で，ハンガリーの幼稚園に通ってい
る子どもを A 校に入学させる者はほとんどお
らず，地元の小学校に入学させた方がハンガ
リーの有名大学に入学できると考えている。現
在 A 校の中国人の子どものほとんどを占める
10歳位で中国から来た子どもは，外国語として
のハンガリー語授業を週に14レッスン受け，数
学や体育，音楽，英語はハンガリー人の子ども
と一緒に学ぶ。外国語としてのハンガリー語授
業を履修する期間は，通常は 3 ， 4 年である。
3 ヶ月ごとにハンガリー語試験をして，ハンガ
リー語で歴史や科学を教える授業に入れるかど
うかを決めている。 2 年で試験に合格する子ど
もは，片親がハンガリー人の場合である。
　注目すべき点は，ハンガリー語をある程度マ
スターするとほとんどの中国人の子どもが退学
することである。筆者が他の学校訪問時等で出
会った10代で中国から来た中国人の子どもの中
には，中国からハンガリーに来て直ぐ A 校に
数ヶ月から 2 年間通った後で，別の学校に入学
している者が数人いた。中国人の親は，子ども
が中国語しか理解できないので，中国語も学べ
る A 校が適していると思い子どもを入学させ
るが，ずっと A 校に通わせようとはしない。
ハンガリーの公立学校に通わせた方がハンガ
リー語が上達すると考えている。中国人の親に
とっては英語を子どもに学ばせることも重要で
あるが，A 校では第10学年からしか学べない
ことも中国人の親が子どもを転校させる理由で
ある （ 8 ）。中国人の親はハンガリー人の親に比
べて子どもの勉強への期待が高い。父兄会には，
多くの中国人の親が出席し，中国語のできるハ
ンガリー人教師が通訳を務めている。対照的に
ハンガリー人の子どもは中国語の学習を継続し
たいので退学する子どもはおらず，高校が設置
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されたのもそのためで，高校の生徒はほとんど
がハンガリー人である。
　以上から，A 校の果たす主な役割は，設立
当初のハンガリー育ちの中国人の子どもに母語
である中国語や中国文化を教えることから，ハ
ンガリー人の子どもに外国語としての中国語を
教えることに変化しているといえる。そして，
近年この学校の生徒数の 3 割を占める中国人の
子どもの多くは，10歳位で中国から来た子ども
であり，この子ども達にとっては短期間ハンガ
リー語の初歩を学ぶための学校となっていた。
筆者がインタビューをした A 校に通った経験
のある中国人の子どもは，学校ではハンガリー
人の子どもとの関わりがなく，中国人同士固
まっていたと述べた。中国から来た子どもは外
国語としてのハンガリー語学習が中心となり，
ハンガリー人の子どもは外国語としての中国語
学習が中心となるので，交流が少ないのは必然
といえる。
②　公立バイリンガル高校（B校）
　B 校は，1909年に小学校として設立された長
い歴史を持つ学校である。1948年 9 月からは高
校も設立され，1974年までは小学校 8 年間と高
校 4 年間の12年間の教育を実施していたが，そ
れ以降は高校だけになった。1974年に高校とし
ては初めてロシア語とハンガリー語のバイリン
ガル教育を始め，1987年まではハンガリーで唯
一のバイリンガル高校であった。2001／2002年
度からはドイツ語とハンガリー語のバイリンガ
ル教育，2003/2004年度からは英語とハンガリー
語のバイリンガル教育が始まった［B 校 HP］。
2018 年現在，生徒数約600 人，外国人生徒は約
50人でその内中国人が約30人である。 4 年前は
中国人生徒は 1 人だけであったが，その後急速
に増加した。
　筆者による教師へのインタビューによると，
B 校には英語とハンガリー語，ロシア語とハン
ガリー語，ドイツ語とハンガリー語という 3 つ
のバイリンガル・プログラムがある。外国人生
徒には，面接と英語の入学試験があり，英語の
レベルで，英語クラス（英語初級），英語かド
イツ語クラス（英語中級），英語とドイツ語が
半々のクラス（英語上級）の 3 つに分かれる。
中国人の子どもは，ほとんどが英語初級クラス
にいて，10歳位で中国からハンガリーに来て 1
〜 3 年くらいである。筆者がインタビューをし
た中国人の子ども 8 人（15歳から20歳）の内，
両親ともハンガリーにいるのは 4 人，父親が中
国で母親がハンガリーにいるのは 2 人，父親が
ハンガリーで母親が中国にいるのは 1 人，両親
が中国にいるのは 1 人である。 2 人は，B 校入
学前に 1 年間 A 校に通っていた。
　中国人の子どもは外国語としてのハンガリー
語授業を週に16レッスン受け，15グループに分
かれている。美術や音楽，体育，情報はハンガ
リー語で学ぶが，それは，これらの教科を英語
で教える資格のあるハンガリー人教師がいない
ためである。数学や化学，歴史などは英語で学
ぶ。英語クラスにはハンガリー人生徒もいるの
で，ハンガリー語で話すが，中国人生徒同士は
中国語を話し，筆者の訪問時の休み時間には，
中国人生徒数人でバスケットをして遊んでい
た。
　筆者は外国語としてのハンガリー語授業 2
レッスンを参与観察した。第 1 のレッスンでは，
生徒 5 人が全員中国人で 2 〜 4 年前に中国から
来ていていた。年齢は18歳から20歳で出身地は
3 人が上海，2 人が広東であった。授業内容は，
中国とハンガリーの違いについて，学校制度や
学校生活，言葉，料理等についてハンガリー語で
話すことが中心であった。第 2 のレッスンでは，
生徒 7 人の内 4 人は中国出身， 2 人はロシア出
身， 1 人はイエメン出身で，中国人生徒の年齢
は15歳から16歳で 3 年前にハンガリーに移住し
ていた。授業内容は，「させる」「する」という
ハンガリー語文法を学ばせるものであった。
　なお，筆者は帰国後，インタビューをした教
師から相談のメールを受け取った。中国人生徒
の中に，欠席や遅刻，教師に敬意を払わない，
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暴言，宿題をしない，授業中の態度が悪い等の
問題を抱える者がいて，これは文化的要因なの
か個人のパーソナリティの問題なのかについて
の意見を求めるものであった。筆者は，10歳位
で親の都合で言葉のわからないハンガリーに来
てこの国で頑張っていこうという気にならない
ことや，両親と一緒に住むことができないこと
による不安定さがそうした問題を起こしている
のではないかと答えた。
　以上から，B 校では 3 年前から急に中国から
ハンガリーに来た子どもの数が増え，外国人生
徒の 6 割を占めるようになった。中国人生徒は
外国語としてのハンガリー語授業に加えて，主
要な教科を英語で学んでいることがわかった。
中国人生徒にハンガリー語と英語のどちらが得
意であるかを尋ねたが，英語と答えた者とハン
ガリー語と答えた者が半々であった。
③　私立バイリンガル・スクール（C校）
　C 校は，ハンガリーのナショナル・カリキュ
ラムと評価システムに沿った政府承認を受けた
私立バイリンガル・スクールで，幼稚園，小学
校と高校がある。幼稚園から高校までの全生徒
は220人，教師は30人である。2006年に小学校
が設立され，2009年には幼稚園，2011年には高
校が開校した。 5 区と中国系移民が多い 8 区に
校舎がある。第 1 学年から週に英語が 7 〜 8
レッスンあり，コミュニケーションに使用する
のは英語である。第 1 学年から第 4 学年では，
基礎科目はハンガリー語で教えられ，教科の 6
割が英語で，第 5 学年から第 8 学年では教科の
8 割が英語で教えられる。高校では教科の 9 割
が英語で教えられ，ハンガリーのバイリンガル
国家試験を受けることができる。小学校はイン
ターナショナル・プライマリー・カリキュラム
（International Primary Curriculum：ICP）を，
高校はケンブリッジ・インターナショナル・エ
グザム（Cambridge International Exams：CIE）
を採用している［C 校 HP］。
　2018年 3 月13日のトルコ人である校長への筆
者によるインタビューによれば，外国人の子ど
もを全生徒の20〜25％以下に制限していて，外
国語としてのハンガリー語授業は週に 5 ， 6
レッスンある。第 5 学年以降で中国からハンガ
リーに来た子どもは，ハンガリー語だけではな
く英語もできないので， 1 年間の英語準備コー
スを受講する。第 6 ， 8 ，10学年では，ハンガ
リー語で数学の試験を受けなくてはならないの
で，数学は第 1 学年から第 8 学年までハンガ
リー語で教えられる。第 7 ，8 学年では，英語，
化学，生物，地理は英語で教えられる。教師の
ほとんどはハンガリー人で，キータームはハン
ガリー語が使用される。
　 3 年前に中国語新聞に学校の広告を出して以
降，中国出身の子どもが増加した。2018年現在
の小学校の全生徒は172人であるが，ハンガリー
人が85人で中国人が31人，次に多いのがトルコ
人 8 人，シリア人 6 人である。筆者は小学校第
3 学年の数学レッスンと第 7 ， 8 学年の外国語
としてのハンガリー語レッスンの参与観察し
た。 1 時間目の数学の授業はハンガリー語が教
授語で，生徒18人の内中国人生徒は 6 人で年齢
は 8 歳であった。担当教師によると，中国人生
徒 6 人の内 3 人は，昨年 9 月に中国から来たば
かりで，ハンガリー語がわからない。ハンガリー
語ができない子どものために，外国語としての
ハンガリー語授業が週 6 レッスンあり，これは
9 人以下の小クラスである。
　 2 時間目の外国語としてのハンガリー語授業
では，生徒は 5 人で 4 人が中国系で， 1 人はパ
キスタン系であった。中国人生徒は 4 人ともハ
ンガリー生まれであるが，中国の祖父母の元で
育ち，10歳でハンガリーに来て 2 年目の12歳で
あった。
　さらに同日の幼稚園教師への筆者によるイン
タビューによると，幼稚園には英語だけを話す
教師とハンガリー語だけを話す教師の 2 人が必
ずいて， 2 言語併存の環境を作っていた。園児
にはハンガリー人は少なく，外国人の方が多く
現在は 9 国籍の園児がいる。 1 〜 3 年前は全園
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児約40人の 3 分の 1 は中国人であった。しかし，
今年度は全園児37人の内中国人は 7 人に減っ
た。その理由は，中国人の親は，クラスに同じ
中国人の園児が多くいることを嫌がり，他の幼
稚園や学校に子どもを転校させたとのことで
あった。また， 3 歳の子どもがハンガリー語や
英語を話すようになるには 1 ，2 年はかかるが，
中国人の親は 1 か月で子どもが話すようになる
ことを期待し直ぐに結果を求める傾向があり，
教師は苦慮していた。
　2011年に開校した高校では，筆者は副校長に
インタビューを実施した。それによると，入学
試験としてハンガリー語と英語，そして英語に
よる数学の 3 つを課している。合格レベルに達
しない生徒の為に， 1 年間の英語準備クラスが
あり，英語授業が週に20レッスンある。第 9 学
年に入ると英語授業は週 7 レッスンに減る。現
在英語準備クラスの生徒21人の内12人が中国人
である。第 9 学年の全生徒21人の内中国人は 6
人，第10学年は16人の内 9 人，第11学年は14人
の内 2 人，第12学年は16人の内 1 人が中国人で
ある。年齢で学年を割り当てるのではなく，各
生徒がこれまでどの科目を履修してきたかを
チェックし，ハンガリー政府の定める小学校教
育や各学年での必須科目の履修を確かめて学年
を割り当てる。中国人生徒は，たとえ英語はで
きてもハンガリー語ができず，さらに第 9 学年
から第二外国語としてドイツ語かフランス語を
学ばなくてはいけない。英語授業は週に 7 レッ
スン，英語文明の授業が 2 レッスン，外国語と
してのハンガリー語授業は週に 4 レッスンあ
る。
　第12学年で最終試験を受け，これが大学入学
試験にもなる。中国人生徒は英語力は低いが数
学で良い成績を取る者が多く，ハンガリー語は
外国語としてのハンガリー語で受験している。
中国人生徒は最終試験に合格はするものの，成
績は良くなかった。これまでの中国人卒業生は
5 人であるが，物理と数学で良い成績を取って，
ハンガリーの大学の医学部に入学した生徒，イ
ギリス系インターナショナル・スクールに進ん
だ生徒，親のレストランで働いている生徒等が
いて，進路は様々である。なお，中国人の親の
ためだけに，学期の始めに父兄会を開いている。
中国語のできるハンガリー人通訳を雇って，「第
9 学年」とはどういう意味かを説明したりして
いる。中国人の親は子どもの教育に対してハン
ガリー人の親とは異なった疑問を持っているの
で対応する必要があるとのことであった。
　以上から，C 校は， 3 年前から幼稚園から高
校で中国人の子どもが増えた。ハンガリー生ま
れで，10歳位まで中国の祖父母の元で過ごし，
ハンガリーに来て 1 〜 3 年の子どもが多い。B
校と同じように，外国語としてのハンガリー語
授業と共に，主要科目は英語で学ぶが，数学は
ハンガリー語で学んでいた。 1 年間の英語準備
コースがあることが特徴で，第 5 学年以降で中
国からハンガリーに来た子どもは準備コースで
英語を学んだ後で各人に見合った学年に編入し
ていた。
④　インターナショナル・スクール（D校）
　D 校は1996年に設立されたイギリスのナショ
ナル・カリキュラムに基づくインターナショナ
ル・スクールで，ハンガリー人生徒向けにハン
ガリーのナショナル・カリキュラムに対応した
コースも併設している。ブダペストの市街を見
下ろす丘の上に位置し，木々に囲まれた良い自
然環境の中に校舎がある。
　イギリスの教育制度に基づいて第 1 学年から
第 9 学年まであり，全生徒は260人でハンガリー
人が過半数で，中国人は14人である。中国人生
徒が最も多いのは第 9 学年で， 1 クラス11人の
内 7 人が中国人で，固まって中国語を話してい
るとのことであった。この 7 人の年齢は15〜17
歳である。他の学年には第 7 学年と第 6 学年に
各 1 人，低学年に 5 人がいる。教授語はすべて
英語で，ハンガリー語とドイツ語授業が週に 3
レッスンある。
　筆者による第 9 学年の中国人生徒 7 人へのイ
 115
ハンガリーにおける中国人家族にみる教育戦略
─　　─（　　）─　　─（　　） 125
ンタビューによると， 1 〜 3 年前に中国から来
ていて，出身地は上海，北京，深圳等である。
父親は中国の企業で働き，母親と共にハンガ
リーに移住していたり，中国の大企業で働く父
親のハンガリー支社転勤に伴い家族で移住して
いた。D 校は他のインターナショナル・スクー
ルよりも多少学費が安く，入学試験も受かりや
すいとのことであった。他のインターナショナ
ル・スクールに受からなかったので D 校を選
ばざるを得なかったと述べた生徒や，D 校に入
学する前に，公立バイリンガル・スクールに 1
年半通っていた生徒もいた。また卒業後は第10
学年からアメリカ系やイギリス系の他のイン
ターナショナル・スクールへの編入も考えてい
る生徒もいた。
　以上から，D 校はイギリスのナショナル・カ
リキュラムに基づくインターナショナル・ス
クールで，近年 1 〜 3 年で親の転勤や投資永住
権獲得によって中国から移住してきた中国人生
徒が，主に英語を学んでいる学校であった。
Ⅲ　親の子どもの教育への考え方
　本章では，近年中国からハンガリーに移住し
た親 5 名（父親 1 名，母親 4 名）への筆者によ
るインタビューに基づいて，子どもへの教育に
対する考え方を明らかにする。
１ 　Ａさん（父親）の場合
　40代後半の A さんは，16歳の息子と妻の 3
人で，2017年10月に北京からブダペストに投資
永住権制度を利用して移住した。移住を決意し
た理由は，北京は子どもを学校に入学させる競
争が激しいこと，大気汚染と食物汚染があるこ
とであった。北京では A さんは建設会社，妻
は出版社で働いていたが，移住を機に仕事を辞
めて現在は働いていない。今後もハンガリーで
暮らすつもりである。
　A さんは週に 3 回，自宅からトラムで30分
のところにある英語補習校に通う息子に付き
添っている。息子は午前 9 時から午後 3 時まで，
1 時間半の英語個人授業を 3 レッスン受ける。
息子と一緒にランチを食べ，息子が英語個人授
業を受けている間は近くで時間をつぶし，レッ
スンが終わったら息子と一緒に帰宅するという
生活を送っている。A さんは半年後に最もレ
ベルの高いイギリス系インターナショナル・ス
クールの入学試験に息子が合格することを願っ
て，毎日英語補習校に付き添っている。そして，
卒業後は息子がドイツの大学に行くことを望ん
でいると述べた。
　英語補習校の A さんの息子を担当する教師
によれば，A さんの息子はこの半年間で英語
がかなり上達したとのことであった。
２ 　Ｂさん（母親）の場合
　33歳のＢさんは2014年に当時 1 歳の息子と一
緒に北京からブダペストに移住した。夫は北京
の証券会社で働いていたので，ブダペストで住
居を見つけ生活が整うと北京に戻った。投資永
住権を得ていた。2015年にはＢさんの両親が，
2017年12月には夫も仕事を辞めてブダペストに
移住し， 5 人で同居している。現在夫は中国人
のハンガリー移住斡旋事業の準備中である。B
さんは移住前，大学で中国文学を学んだ後，
IT 企業人事部門で働いていたが，妊娠を機に
仕事を辞めて以降現在に至るまで働いていな
い。
　ブダペストに移住した最大の理由は，北京の
教育事情である。評判の良い学校に子どもが集
中し，公立学校数も良い先生も少なく，インター
ナショナル・スクールは学費が高すぎる。子ど
もが小学校に入学すると，ピアノやゴルフ，英
語等の習い事をさせ，英語レッスンを週 1 回受
けるのに年に35万円もかかる。また，人々は礼
節がなく，大気汚染や食物汚染も嫌であった。
B さんは，北京と比べて物価が安くペースの
ゆったりしているブダペストの生活を気に入っ
ていて，将来もずっと住み続けたいと考えてい
る。北京で共働きであった頃は夫とよくけんか
をしたが，今は生活のペースがゆったりとして
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いてけんかをすることもなくなった。
　現在息子は 6 歳になり， 3 歳からハンガリー
人の子どもが多数派を占める地元の幼稚園に
通っている。通常は 6 歳から小学校に入学する
が，もう 1 年間幼稚園に通わせて， 7 歳で小学
校に入学させるつもりである。ハンガリーには
親が入学年齢を選択できる融通性があるので良
いと思っている。 1 年前から自宅近くにある英
語補習校に週 1 回 2 時間の英語レッスンを受け
させるために息子を通わせている。
　息子の第一言語は中国語で，両親や祖父母と
は中国語で話す。英語補習校に通わせているが，
息子にとって一番大切なのは，まずハンガリー
語をマスターすることであると考えている。ハ
ンガリーのインターナショナル・スクールに息
子を通わせて英語を学ばせるつもりはなく，公
立学校に入学させるつもりである。夫は修士課
程でイギリスに留学していたのでイギリスに友
人がいる。息子が10歳を過ぎたらその友人のと
ころに息子を滞在させれば，英語をマスターで
きるので，インターナショナル・スクールに入
学させる必要はない。息子には自分で選択でき
るように色々な選択肢を与えたいと思ってい
る。
　北京にいる女友達は月に25〜35万円くらい稼
いでブランド物を買ったりするような生活をし
ているが，自分は伝統的だけど家族を大切にし
た生活をしたい。同居する父親は半身不随であ
るし，母親とは料理の味付けや考えの合わない
ところがあって同居するのは大変である。息子
を両親に長時間預けるとわがままになるように
思うので，なるべく預けないようにしている。
３ 　Cさん（母親）の場合
　C さんは30代後半の女性で，夫と当時 6 歳の
息子と北京から2015年 2 月にブダペストに移住
した。2014年に投資永住権を得ていた。福建省
出身で，北京の大学に進み英語を学んだ後，教
育アドバイザーとして会社で働いた。ブダペス
トに移住後は，中国からブダペストに移住する
家族に学校の斡旋をする仕事に従事している。
モンゴル出身の夫は北京の大学で統計学を学ん
で，北京でプログラマーとして働いていた。移
住後も中国系の会社でプログラマーとして働い
ている。
　移住の第一の理由は北京の教育事情である。
競争が激しく，小学生でも帰宅後も夜遅くまで
勉強をし，親もそれを手伝わなくてはいけない。
第 2 は大気汚染である。
　移住当時 6 歳だった息子は，第 1 学年から地
元の公立バイリンガル小学校に通い，現在第 3
学年である。ブダペストに 2 月に移住して 9 月
に小学校に入学するまでの半年間，息子は地元
の公立幼稚園に通っていたので，小学校入学後
ハンガリー語に問題はなかった。息子はハンガ
リー語が第一言語で，英語かドイツ語を週 5
レッスン選べるが，ドイツ語を選択している。
ドイツは大国なのでドイツ語を学んだ方がよい
と考えた。小学校には中国人の子どもが数人い
るが，皆英語を選んでいるので，息子のクラス
には中国人の子どもはいない。息子は，英語は
テレビで学んでいるので，ドイツ語よりもでき
る。
　放課後 3 時から 4 時までは学校で教師が宿題
をするのを手伝ってくれるので，帰宅後に勉強
をする必要はない。ブダペストには 1 地区に普
通の学校，バイリンガル・スクール，スポーツ
学校，音楽学校があって，放課後は他の学校に
行って音楽やスポーツを学ぶことできる。息子
は，音楽学校でギターをほぼ無料で習っている。
なお，C さんはブダペストに移住後，第二子と
なる男児を出産し，現在 2 歳である。
　C さん夫婦はクリスチャンであり，息子達を
将来地元のクリスチャン高校に入学させたいと
考えている。インターナショナル・スクールに
入学させれば，英語力は高くなり，オーストラ
リアやイギリスにキャンプに行ったりして学校
生活を楽しめる。しかし，学力という点では，
ハンガリーの公立高校の方が上で，他国の有名
大学に入学するのは，公立高校出身者であると
 113
ハンガリーにおける中国人家族にみる教育戦略
─　　─（　　）─　　─（　　） 127
述べた。
４ 　Dさん（母親）の場合
　D さんは40代前半の女性で，大学生として中
国語を勉強するために北京に留学していたハン
ガリー人の夫と知り合って，2001年結婚を機に
ブダペストに移住した。D さんは，大学では会
計学を学び，卒業後 1 年間北京で働いてブダペ
ストに移住した。ブダペストでも中国系の会社
で経理をして働いていたが昨年離職した。夫は
帰国後に中国語通訳のアルバイトをしながら大
学を卒業し，現在は通訳として働いている。
　D さん夫婦にはハンガリー生まれの12歳の息
子と 7 歳の娘がいて，二人共地元の小学校に
通っている。息子が小学校卒業後は，理科や数
学が好きなので，理数系の強い地元の高校に通
わせたいと思っている。 1 年前から息子は週 2
回，娘は週 1 回，英語補習校に通わせている。
英語は国際語なので，英語補習校には今後も通
わせたいと思っている。
　子供達の第一言語はハンガリー語で，夫はハ
ンガリー語で，D さんは中国語で話しかけてい
る。土曜日には中国語補習校に通わせて，中国
語を学ばせている。
５ 　Eさん（母親）の場合
　E さんは38歳の女性で，当時 5 歳の息子と共
に2014年にブダペストに移住した。上海生まれ，
広東育ちで，広東の短期大学で 2 年間英語を学
んだ後，上海で 4 年間フィルム作成学校に通っ
た。卒業後は上海でコマーシャル・フィルムの
プロデューサーとして働き，海外にも何度も出
張しハンガリーにも何度も滞在したことがあっ
た。息子が 2 歳の時離婚をし，中国は教育事情
も悪いこともあり，ハンガリーのフィルム会社
に職を得て移住をした。現在はフリーのコマー
シャル・フィルム・プロデューサーとして働い
ている。近い将来は，スペインかイタリア，あ
るいはカナダに移住しようと考えている。
　息子はブダペスト移住後は地元の幼稚園に
入った。 2 ， 3 ヶ月でハンガリー語を話せるよ
うになり， 1 年でハンガリー語に全く問題はな
くなった。現在は英語とハンガリー語の公立バ
イリンガル小学校の第 3 学年である。息子をバ
イリンガル小学校に入学させたのは，E さん自
身があまりハンガリー語ができなかったので，
教師とコミュニケーションをとるために英語も
できるバイリンガル・スクールを選択した。息
子が第 1 学年の時には学校に中国人は息子 1 人
しかいなったが，第 2 学年になったら 1 クラス
15人の内10人が中国人になり急に増加した。イ
ンターナショナル・スクールに通わせなかった
のは，生徒や教師の異動が激しく，落ち着いた
環境ではないと考えたからである。
　息子の第一言語はハンガリー語で，英語と中
国語は同じレベルである。E さんは息子に中国
語やたまに上海語で話しかけ，中国語の読み書
きを少し教えているがあまりできない。週末の
中国語の補習校は，土日に数時間もありハード
過ぎるので通わせてはいない。学校で息子が「中
国人」とハンガリー人の友達に言われて，「完
全なハンガリー人になりたい」と言ったことが
あった。 2 年間中国に息子を連れて行ってな
かったので，中国人としての自覚を持たせなく
てはいけないと考えて，昨年夏休みに 2 ヶ月間，
両親のいる上海に息子を連れて行った。中国語
が上達し学校の中国人の友人と中国語が話せる
ようになり，中国人としての意識も高まったの
で，来年も連れて行きたいと考えている。英語
補習校にも週 2 回通わせている。それは，小学
校でハンガリー人の教師から教えられる英語に
はハンガリ ・ーアクセントがあるので，ネイティ
ブの先生に英語を習った方がよいと考えたから
である。息子がハンガリーにいるのは長くとも
高校卒業までで，できればアメリカの大学に
行ってほしい。
　ハンガリーの教育は中国に比べたら宿題が少
ないが，他の西欧諸国に比べたら校則もあって
厳しいところがある。教師はとてもよいと思う。
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Ⅳ　考察
　第一に着目したいのは，ニリー［Nyíri 2006］
が調査を実施した2000年代初期にはハンガリー
生まれ育ちの中国人の子どもの割合が増えてい
たが，現在ではごく少なくなっていることであ
る。ニリー［Nyíri 2006］によれば，中国人の
子どもは，中国で数年教育を受けた後で，先に
ハンガリーに移民した親に合流する場合が多
かったが，2000年代以降はハンガリー生まれの
子どもの割合が増えている。そして，中国マー
ケットのある 8 区は中国人の子どもが多い学校
があるが， 1 校に数人でありどの学校でも目
立った存在ではないとニリーは指摘している
［Nyíri 2006］。しかしながら，現在ブダペスト
の学校でその存在が目立っているのは，特にこ
の 3 年間で中国から来た10代前半の子どもであ
り， 2 つのカテゴリーに分類できる。第一は，
中国から親の仕事の都合や投資永住権制度に
よって，両親，あるいは母親とブダペストに移
住した子どもである。第二はハンガリー生まれ
で10歳位まで中国の祖父母の元で育ち，その後
ブダペストの両親に合流した子どもである。そ
の理由は，2012年末からの投資永住権制度に
よって中国から移住した者が多かったことと，
ハンガリー生まれで中国に送られずハンガリー
で教育を受けている子が少ないことが考えられ
る。
　第二に，中国人の子どもの学校の主な選択肢
は，インターナショナル・スクールや公立か私
立バイリンガル・スクールであり，英語教育が
重視されていることが明らかとなった。そして，
ハンガリー生まれで，中国の祖父母の元に送ら
れて10歳位で親の合流した子どもは C 校に，
親が転勤や投資永住権制度でハンガリーに移住
してきた子どもは D 校にというように，学校
ごとに固まる傾向があった。それは，C 校が中
国語新聞に広告を出したら生徒数が増えたよう
に，中国人の親同士でも以前から移住している
者と近年移住した者とでは，学校に関する情報
源が異なるからであると考えられる。
　現在ブダペストの学校に目立って増加してい
る10代前半で中国からハンガリーに移住した子
どもは，ハンガリー語も英語も得意ではなく，
両方のハンディを背負っていた。外国語として
のハンガリー語授業に加えて，C 校では 1 年間
の英語準備コースが設置されていた。D 校は，
イギリスのナショナル・カリキュラムに基づく
インターナショナル・スクールで，教授語が英
語で，外国語としてのハンガリー語を学ぶ時間
数がバイリンガル・スクールよりも少なかった。
それゆえ卒業後はハンガリーで高等教育を受け
る者は少ないと考えられる。バイリンガル・ス
クールはハンガリーのカリキュラムに基づき，
外国語としてのハンガリー語授業がインターナ
ショナル・スクールよりも多いので，卒業後ハ
ンガリーの大学に進学する可能性もある。C 高
校の中国系卒業生には，ハンガリーの大学の医
学部に進んだ者もいた。理数系で良い成績を
取って語学のハンディを乗り越えないと，中国
人の子どもの成績は振るわないことも指摘でき
た。また，2004年に設立された中国語とハンガ
リー語のバイリンガル・スクールは，中国人の
親にとっては，移住初期に 1 ， 2 年間，中国語
が使えるので子どもを入学させるための学校で
あった。子どもがハンガリー語や英語を学ぶた
めには適していない学校として捉えられ，中国
人生徒の退学率は高かった。
　第三に，近年ブダペストに移住した親 5 名へ
のインタビュー調査から，親はブダペストの生
活を気に入っていて，E さん以外は今後もブダ
ペストで暮らそうとしていたが，子どもには他
国の大学に進学し将来的にハンガリーで暮らす
ことを望んでいなかったことが指摘できる。そ
のためには，親は 5 名とも英語教育を重視し，
子どもを英語補習校にも通わせていた。
　16歳で移住した A さんの息子は，ハンガリー
語を学ばず英語を学びインターナショナル・ス
クールへの合格を目指していた。しかし，子ど
もがまだ幼稚園や小学校に通う B さん，C さ
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んと D さんは，子どもの成長には，ハンガリー
語習得も重要だと捉え，高校まではハンガリー
の地元の学校に通わせようとしていた。また，
中国人の子どもに学校を斡旋する仕事に携わる
C さんが，学力という点では，ハンガリーの公
立高校の方がインターナショナル・スクールよ
り上であると述べたように，ハンガリーの学校
教育への評価は高かった。
　以上から，ハンガリーに近年移住した中国人
家族は，英語教育を重視し，子どもに高等教育
からトランスナショナルな進路を望む一方で，
子どもの成長にはハンガリー語を習得しハンガ
リーの学校に適応していくことも大切であると
捉えられていることがわかった。
おわりに
　東欧の人々が，イギリスやドイツ等，EU 中
心国への移住を望むのは，賃金の高い職が得ら
れるからであり，これは EU 内での自由移動が
可能だからである。ブダペストの中国人家族が，
英語教育を重視しトランスナショナルな進路を
子どもが選択することを望んでいたのもそのた
めである。しかし，イギリスが EU 離脱を決め，
EU 諸国が移民難民受け入れを制限する方向に
向かっている現在，こうしたトランスナショナ
ルな進路選択の先に必ずしも親が描くような明
るい未来が開けるかは不確実である。
　本論は，科研費挑戦的萌芽研究，研究課題「ハ
ンガリーにおける中国人の子どもにみるトラン
スナショナリズムに関する教育人類学的研究」
（研究代表者：山本須美子，平成28年度〜30年度）
の研究成果である .
＜注＞
（ 1 ） 1999年 6 月，欧州29カ国（後の参加国を含め
ると41カ国）の文部大臣がイタリアのボロー
ニャに集まり，単位や資格の相互認定のため
に2010年までに高等教育の教育内容の整備・
透明化，共通の資格制度の導入を目指して開
始された一連の大学教育改革のプロセス［杉
谷 2010： 6 ］。
（ 2 ）  9 歳（小学校 4 年生）で最初の外国語の勉強
を始めることが義務化されている［ヒシダ 
2010］。
（ 3 ） 公用語（教育言語）とともに，外国語や地域
語など学習目標の言語を用いて実科目を教授
する方法。通常母語と 1 外国語（言語）を使
用するために「 2 言語教育」（バイリンガル
教育）と称されることも多い。EU のほとん
どの加盟国で採用されている［杉谷 2010］。
（ 4 ） 1993年に制定された少数民族法では，ハンガ
リーにおける保護対象の13の少数民族が定義
され，母語教育の権利を保障すると明記され
た。中国人は含まれていない。1998年に導入
されたナショナル・コア・カリキュラムには，
民族のアイデンティティを守り強化するとい
う民族教育の目的が明記されている［加藤 
2014：39］。
（ 5 ） 1989年の民主化による政治的経済的変化を受
けて，ハンガリーに流入した移民は 3 つの波
に分けられる。第一は西ドイツに入るために
ハンガリーを経由した東ドイツから流入した
約 1 万 5 千人，第二は1988年から1989年に継
続的に流入したルーマニア人，第三は 1991年
から始まったユーゴスラビア戦争によって流
入した212,320人の移民や難民である［Vámos 
2013］。
（ 6 ） ハンガリーでは学校にランク付けがされてい
て，そのリストは誰もが参照できる。
（ 7 ） 例えば，歴史，数学，美術，技術，情報や体
育が中国語で教えられた。体育や情報のよう
な必修科目は中国語のみで，数学は母語でグ
ループ別に，中国芸術と文化，ビジュアル文
化，技術と歴史は合同で教えられた［Vámos 
2013： 9 ］。
（ 8 ） A 校には，別料金ではあるが，第 1 学年から
週に 2 時間英語を学べるクラスがある。
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　　In recent years, particularly the past three years, there has been an increase in the number of children 
from China entering schools in Budapest, and their presence as international students has become noticeable. 
This article investigates the educational strategies of the increasing number of Chinese families in Budapest 
in recent years by clarifying the situation of education at day schools attended by Chinese students in Hungary 
and how Chinese parents think about their children’s education. The present study is based on a survey that I 
carried out in Budapest in March 2018 in three bilingual schools with a large number of Chinese children and 
one international school. I interviewed Chinese students attending these schools and their teachers and carried 
out participant observation during lessons. Moreover, I interviewed five Chinese parents regarding their views 
on their children’s education.
 To be concluded, the Chinese students in Budapest today fit into two categories, particularly students between 
the ages of 10 and 15 who had come from China in the last three years. In the first category are children who 
had moved to Budapest with both of their parents or just their mother, due to the Chinese parents’ work 
circumstances and the investor permanent residence system; and in the second are children born in Hungary 
but raised by their grandparents in China until the age of 10 or so, after which they re-joined their parents in 
Budapest. These Chinese students tend to have little skill in Hungarian and in English and are burdened with 
handicaps in both languages. The parents are happy with their lives in Budapest, and all except continue 
living in Budapest but thought it important that their children learn English so that in the future they could 
pursue further education in countries other than Hungary. However, parents whose children are in 
kindergarten or elementary school thought it important that their children learn Hungarian and adapt to 
Hungarian schools until high school.
Key words:  education strategies, Hungary, Chinese families, international school ,bilingual school
Abstract
Education strategies of Chinese families in Hungary
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